
「
原
子
力
施
設
環
境
放
射

線
調
査
報
告
書
・
各
年
度

版
」
の
分
析

「
岩
手
の
会
」
報
告

 
 
 

（報
告
者
・永
田
文
夫
）  

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
中
の
せ

ん
断
日
と
周
辺
の
モ
ニ
タ
ー

で
ク
リ
プ
ト
ン
８
５
の
放
射
能

を
測
定
し
た
日
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
青
森
県
発
行
の
「
原

子
力
施
設
環
境
放
射
線
調

査
報
告
書
」
の
各
年
度
版
を

詳
し
く
調
べ
て
み
ま
し
た
。

使
用
済
み
核
燃
料
を

せ
ん
断
し
た
日

使
用
済
み
核
燃
料
の
せ
ん

断
は
二
〇
〇
六
年
四
月
一

日
か
ら
開
始
さ
れ
二
〇
〇

八
年
一
〇
月
二
日
で
終
了

し
ま
し
た
。
こ
の
間
せ
ん
断

日
数
は
一
五
〇
日
で
し
た
。

そ
の
う
ち
周
辺
地
域
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
八
局

の
い
ず
れ
か
で
ク
リ
プ
ト
ン
８

５
が
検
知
さ
れ
た
日
は
九
七

日
で
し
た
。
こ
れ
は
せ
ん
断

日
の
約
六
五
％
に
な
り
ま
す
。

工
場
敷
地
内
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
九
地
点
で
ク
リ
プ

ト
ン
８
５
が
検
知
さ
れ
て
い

た
日
数
は
一
〇
九
日
で
し
た
。

こ
れ
は
せ
ん
断
日
の
約
七

三
％
に
な
り
ま
す
。

「
飛
距
離
の
短
い

ベ
ー
タ
線
を
感
知
」
の
意
味

ク
リ
プ
ト
ン
８
５
は
飛
距
離
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上
図
（
主
排
気
筒
か
ら
の
ク
リ
プ
ト

ン
の
流
れ
）
と
右
図
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

地
図
）
は
青
森
県
発
行
『
原
子
力
施

設
環
境
放
射
線
調
査
報
告
書
・
平
成

二
〇
年
度
版
』
３
４
８
～
９
頁
か

ら
。〔
青
森
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕

人
物
イ
ラ
ス
ト

二
編
は
編
集
部
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
期
間
の
う
ち
使
用
済
み
核
燃
料
せ
ん
断
作

業
を
行
っ
た
の
は
一
五
〇
日
。
そ
の
う
ち
再
処
理
工
場
周
辺
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
い
ず
れ
か
で
ク
リ
プ
ト
ン
８
５
の
降
下

が
測
定
さ
れ
た
の
は
九
七
日
。

青
森
県
が
公
表
し
た
測
定
値

は
、
工
場
と
そ
の
周
辺
地
域
に
『放
射
性
の
雲
（プ
ル
ー
ム
）』が
絶

え
ず
降
下
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
『
岩
手
の
会
』
で

は
こ
の
事
実
を
ま
と
め
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た

『Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

２
０
０
９
』集
会
の
分
科
会
で
発
表
し
ま
し
た
。



の
短
い
ベ
ー
タ
線
を
放
出
す

る
核
種
で
あ
り
、
降
下
し
て

き
た
放
射
能
の
目
に
見
え
な

い
ガ
ス
が
ベ
ー
タ
線
検
知
器

内
に
入
ら
な
け
れ
ば
検
知

さ
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
測
定
点
ま
で
プ
ル
ー
ム

（
ク
リ
プ
ト
ン
ガ
ス
の
固
ま

り
）
が
確
実
に
降
下
し
て
き

た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ク
リ
プ
ト
ン
８
５
は
、
核
分

裂
で
生
成
さ
れ
る
放
射
性
の

希
ガ
ス
で
、
そ
の
ガ
ス
が
工
場

や
周
辺
地
域
に
漂
っ
た
事
は

皮
膚
ガ
ン
な
ど
の
原
因
と
な

る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
排
気

筒
か
ら
は
、
さ
ら
に
ト
リ
チ

ウ
ム
、
炭
素
１
４
、
ヨ
ウ
素
１
２

９
な
ど
の
有
害
な
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
て
お
り
、
周

辺
地
域
の
人
々
の
健
康
被

害
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

（

モ
ニ
タ
ー
が
感
知
し
て
も

「
不
検
出
」
の
不
思
議

上
の
表
の
一
番
下
の
波
グ

ラ
フ
は
せ
ん
断
が
な
さ
れ
る

度
に
現
れ
る
主
排
気
筒
モ
ニ

タ
ー
の
ク
リ
プ
ト
ン
８
５
の
量

を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
こ
の

放
出
を
監
視
し
て
い
る
周
辺

モ
ニ
タ
ー
の
グ
ラ
フ
は
真
ん
中

の
「
ピ
ー
ク
状
グ
ラ
フ
」
で
す
。

左
目
盛
り
の
「
気
体
状
β
線

放
射
能
濃
度
」
に
注
目
し
て

ほ
し
い
の
で
す
が
、
目
盛
り
が

小
さ
す
ぎ
る
の
で
一
部
拡
大

す
る
と
、
左
最
上
図
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
昨
年
の
例
で

は
、
九
月
二
六
～
三
〇
日
の

毎
日
に
ク
リ
プ
ト
ン
８
５
を
、

モ
ニ
タ
ー
が
明
瞭
に
感
知
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
青
森
県

が
「
検
出
」
と
し
た
日
は
二
六

日
（
尾
駮
一
五
時
）
と
二
八

日
（
尾
駮
一
〇
時
）
の
二
日

の
み
で
す
。

平
常
値
の
千
倍
以
上
に
な

ら
な
い
と
「不
検
出
」

こ
れ
は
お
か
し
な
話
で

す
。
青
森
県
の
監
視
委
員
会

に
提
出
さ
れ
た
同
資
料
の
脚

注
に
は
、
「
『
β
線
が
２
０
０
０

Ｂ
ｑ
／

３

ｍ
以
上
が
１
時
間
継

続
し
た
時
』
が
検
出
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
に
ピ
ー
ク
が

出
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
「
平

常
値
」の
千
倍
以
上
に
な
ら
な

い
と
『
検
出
』
扱
い
に
し
な
い
と

は
、
わ
ざ
と
放
射
性
ガ
ス
を
見

逃
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

せ
ん
断
す
る
度
に
襲
っ
て
き

た
放
射
能
の
「
雲
」

毎
月
の
数
値
を
実
際
に
点

検
し
て
み
ま
し
た
。

工
場
周
辺
の
８
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
測
定
値
か
ら

二
〇
〇
六
年
度

せ
ん
断
日
数
五
四
日

ベ
ー
タ
線
検
出
日
三
二
日

＊
青
森
県
・
原
燃
「
検
出
」
三
日

二
〇
〇
七
年
度

せ
ん
断
日
数
五
六
日

ベ
ー
タ
線
検
出
日
四
〇
日

＊
青
森
県
・
原
燃
「
検
出
」
二
〇
日

二
〇
〇
八
年
度

せ
ん
断
日
数
四
〇
日

ベ
ー
タ
線
検
出
日
二
五
日

＊
青
森
県
・
原
燃
「
検
出
」

八
日

三
年
間
合
計

せ
ん
断
日
数
一
五
〇
日

ベ
ー
タ
線
検
出
日
九
七
日

 
 
 

（せ
ん
断
日
の
六
四
％
）

＊
青
森
県
・原
燃
「
検
出
」

三
一
日

（せ
ん
断
日
の
二
〇
％
）

こ
の
資
料
か
ら
言
え
る
こ

と
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
を

せ
ん
断
す
る
と
、
せ
っ
か
く
閉

じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
放
射
能
が

当
然
な
が
ら
飛
び
出
し
て
、

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
主
排
気

筒
か
ら
放
出
さ
れ
、
ク
リ
ン
プ

ト
ン
８
５
ガ
ス
は
七
割
前
後
の

確
率
で
敷
地
や
周
辺
居
住
区

に
放
射
能
の
雲
（
プ
ル
ー
ム
）と

な
っ
て
、
押
し
寄
せ
て
は
去
っ
て

行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

広
範
囲
に
長
時
間
漂
っ
た

せ
ん
断
中
工
場
周
辺
の
八

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

原
燃
・
青
森
県
が
検
出
と
み

な
し
た
時
間
数
は
次
の
通
り
。

尾
駮
一
七
時
間
、
二
又
一
〇

時
間
、
吹
越
一
〇
時
間
、
室

の
久
保
七
時
間
、
泊
三
時
間
、

老
部
川
二
時
間
、

千
歳
平

一
時
間
、
平
沼
〇
時
間

私
た
ち
は
少
し
で
も
ピ
ー

ク
が
現
れ
た
場
合
を
検
出
と

み
な
し
て
い
ま
す
の
で
こ
の

数
倍
の
時
間
、
各
地
で
放
射

能
の
雲
が
降
り
て
き
た
と
判

断
し
て
い
ま
す
。
本
格
稼
働

に
な
る
と
上
記
の
よ
う
な
割

合
で
周
辺
測
定
局
に
降
下
す

る
と
考
え
ら
れ
、
目
安
に
な

り
ま
す
。

最
大
値
は
吹
越
で

一
万
一
千
Ｂ
ｑ/

３

ｍ

最
大
値
は
〇
七
年
九
月
十

五
日
の
二
時
か
ら
三
時
に
か

け
て
排
気
筒
か
ら
北
西
約
一

〇
ｋ
ｍ
の
吹
越
測
定
局
で
出
ま

し
た
。
こ
れ
は
自
然
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
の
五
五
〇
〇

倍
の
ク
リ
プ
ト
ン
８
５
の
雲
が

一
時
間
以
上
滞
留
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
を
こ
の
よ
う
な
環
境
に
さ

ら
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
で
も
「一
部
の
測
定
値
に
変

動
が
見
ら
れ
た
が
概
ね
こ
れ

ま
で
と
同
じ
水
準
で
あ
っ
た
」

と
や
り
過
ご
し
て
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。
再
処
理
工
場
は
凍

結
・撤
退
す
べ
き
で
す
。

せん断が始まると波線グラフが現れる（主排気筒）

←
不
検
出

工場周辺のモニタリングステーションの記録

「同調査報告書」 ３３７頁から

気体状β線

放射能濃度
ピーク状

グラフ →
←
不
検
出

←
検
出

←
不
検
出

←
検
出

←
不
検
出

2008.9.24

～10.1

小辞典 ｢クリプトン８５｣
クリプトンは無色無臭の気体で、周り

の物質とほとんど化合しない、不活性な

「希ガス」の一種。 クリプトン８５は、核分

裂で生成され、β（ベータ）線とごく一部

γ（ガンマ）線を放出しながら崩壊する。

半減期は１０．８年。 地球上にはごく微

量にしか存在しなかったが、人間による

核実験や再処理、原発から多く生成さ

れ、その量は１９８９年までに約３３０京ベ

クレルと推定される。現在の大気には １

ｍ３ あたり約２ベクレル程度存在すると

推定されている。

←
不
検
出

←
検
出

九
月
二
六
ー
二
七
日
部
分

拡
大
図

原燃は、クリプトン８５によるβ(ベー

タ)線が「２０００Ｂｑ／ｍ３以上が１時

間継続した時」を「検出」としている（青

森県同調査報告書の説明文）。 すなわち

「平常値の１０００倍」まで達しない場

合は「不検出」として扱う。


